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開館疇闘

牛蘭激疇轍分や寧後室疇糖分

類火・水筆木曜題緒年後轡疇まで

等謙審綾織郷態固
‡頭目路纏離均篭固ま土）

膝憾踵藍一山

国　疇‡周踊煽（土）年後2瞬科

曝∴覿∴鰭澱秦薬鰹

親　藩　救ん憩が選れ窓織豊麿牽絵本

を議畷薮草。

図　時　量風貌圏縄主管後2時～

螺　蔚　婁櫨会鰹虫騨

鼠　藷　癌が壷慈擾蕃境掩議箆し惑藍
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っ
て
い
る
み
ん
な
へ
』

今
月
の
ー
冊

、
、
瀧
場
㍉
∴

が
ん
ば
っ
て
い
る
－
－

み
ん
な
へ

i

タ

ジ

マ

く

　

ル

か

ら

の

メ

ッ

セ

ー

ノ

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
平
泳
ぎ
1
0
0
m
、

2
0
0
捕
二
超
連
覇
達
成
！
北
島
康
介
選
手
か

ら
ニ
ッ
ポ
ン
の
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
マ
ー
た
ち
へ
贈

る
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
北
島
康
介
語
録
、
平
井
コ
ー

チ
が
譲
る
秘
話
な
ど
を
掲
載
。
夢
を
本
気
で
遮

端
整
講
読
露
頴
籍

『
心
よ
轟
く
あ
が
れ
』

一

小

猿

　

節

…

甲
∴
∴
虹

光
義
康
介
作

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・

マ
カ
ジ
ン
社

汗
門
「
羅

広
く
深
く
世
界
を
知
り
、
自
ら
の
足
で
知

と
真
理
の
道
を
歩
か
ず
、
自
ら
「
な
ぜ
」
を
闘

う
こ
と
な
く
、
手
軽
な
小
手
先
の
電
子
情
報

を
も
っ
て
よ
し
と
す
る
の
か
？
心
を
開
き
、

勇
気
を
も
っ
て
謙
虚
に
心
を
轟
く
あ
げ
よ
う
、

歩
き
出
そ
う
、
自
然
の
中
へ
、
人
に
向
か
っ

て
・
・
・
（
本
文
よ
り
）
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摺
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翻
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1
線
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し
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翻
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癒
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藩
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春
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薄
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嫁
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澱
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ン
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整

う
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ト
ノ
ベ
ル
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蟹
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弼
　
上
・
下

灘
影
の
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鷺
粕
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藍
み
遼

轍
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壷
〓
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遊
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醜
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騒

水
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薗

横
幕
i
　
級

欠
擬
騒
遼

寧
が
　
音
響
美
多
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轍
繹
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轍

輩
懸
∴
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力
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擾
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露
縞
騒
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促

日
月
2
3
日
（
祝
）
、
禾
生
地
域
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
会
と
市
が
協
同
で
開
催
し
た
こ

の
大
会
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
約

1
8
0
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
禾
生
第
一
小

学
校
を
出
発
し
、

ニ
ケ
堰
跡
、
浄
泉

寺
、
よ
こ
ぶ
き

荘
、
羽
根
子
、
長

生
寺
、
保
寿
院
、

八
王
子
神
社
を

通
り
、
再
び
禾
生

第
一
小
学
校
へ

戻
る
約
1
1
k
m
の

コ
ー
ス
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
美
化
の
一
環
と
し
て
歩
き
な

が
ら
の
ゴ
ミ
拾
い
も
行
わ
れ
、
さ
ら
に
コ
ー
ス

途
中
で
立
ち
寄
っ
た
名
所
・
史
跡
で
は
、
地
元

の
方
に
い
わ
れ
な
ど
の
説
明
を
受
け
、
地
域
を

再
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昼
食
時
に

は
、
体
育
指
導
員
に
よ
り
、
健
康
づ
く
り
に
役

立
つ
軽
ス
ポ
ー
ツ

が
紹
介
さ
れ
、
参

加
者
の
興
味
を
引

い
て
い
ま
し
た
。

大
会
は
無
事
終
了

し
、
参
加
者
は
、

秋
の
景
色
を
満
喫

し
な
が
ら
さ
わ
や

か
な
汗
を
流
し
ま

した。


